
 

５
月 

日
、
通
常
委
員
会(

総
会)

を
開
催
、

令
和
４
年
度
の
中
津
江
振
興
協
議
会
の
活

動
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

本
年
度
の
組
織
全
体
の
運
営
方
針
を
、

『
変
革
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
地
域
内

連
携
を
強
化
す
る
〜
改
め
て
見
つ
め
な
お

そ
う
！
暮
ら
し
と
地
域
を
〜
』
と
し
、
部
会

や
地
域
で
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
も
、
楽

し
く
無
理
な
く
活
動
を
続
け
て
い
く
事
を

確
認
し
ま
し
た
。 

  

《
令
和
４
年
度
役
員
体
制
》 

◦
会 

長
〜
川
野 

幹
夫
さ
ん 

◦
副
会
長
〜
合
谷 

由
美
子
さ
ん 

◦ 

〃 

〜
古
澤 

厚
美
さ
ん 

◦ 

〃 

〜
石
川 

國
弘
さ
ん 

◦
部
会
長
〜
高
木 

 

望 

さ
ん(

ま
な
ぶ) 

◦ 

〃 

〜
河
井 

昌
猛
さ
ん(

く
ら
す) 

◦ 

〃 

〜
石
川 

元
和
さ
ん(

ま
も
る) 

◦ 

〃 

〜
川
津 

洋
二
さ
ん(

つ
く
る) 

◦ 

〃 

〜
壽
山 

慎
一
さ
ん(

つ
ど
う) 

 

 

令
和
２
年
７
月
６
日
か
ら
の
豪
雨
で

未
曾
有
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
、
あ
の
夏

か
ら
丸
２
年
。
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
は
、

薄
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
日
頃
か

ら
の
確
認
を
忘
れ
ず
に
！ 

 

●
避
難
行
動 

避
難
場
所
だ
け
で
な
く
、
自
宅
周
辺
の

危
険
箇
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
連
絡
が
取
れ
な
い

時
の
決
ま
り
事
を
身
近
な
人
に
伝
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。 

●
非
常
持
出 

 

水
や
非
常
食
、
懐
中
電
灯
な
ど
避
難
時

に
最
低
限
必
要
な
も
の
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
メ
ガ
ネ
や
持
病
の

薬
、
補
聴
器
な
ど
自
分
だ
け
に
必
要
な
物

も
忘
れ
ず
に
。 

●
情
報
収
集 

 

防
災
の
基
本
は
情
報
収
集
か
ら
。
雨
や

台
風
情
報
な
ど
、
テ
レ 

ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
、 

天
気
予
報
に
気
を
つ
け 

ま
し
ょ
う
。 

 

◆
災
害
か
ら
身
を
守
る 

 

た
め
に
は
『
早
目
に 

 

安
全
な
場
所
に
避
難
』 

 

あ
の
豪
雨
を
忘
れ
な
い
！ 

梅
雨
へ
の
備
え
を
万
全
に
！ 

 

上
・
中
津
江
で
唯
一
の
公
共
交
通
「
津

江
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
。
中
山
間
地
域
の
生

活
の
足
と
し
て
、
中
津
江
で
は
平
成 

年

に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

 

便
利
で
大
切
な
交
通
手
段
で
す
が
、
利

用
方
法
な
ど
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
意

外
と
知
ら
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
は
。 

 

車
を
お
持
ち
で
な
い
人
や
免
許
返
納

さ
れ
た
高
齢
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光

客
や
法
事
で
お
酒
を
飲
む
機
会
に
、
小
国

ま
で
の
通
学
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
か
ら
小
型
の
車
も
導
入
さ

れ
た
こ
と
で
利
用
範
囲
も
広
が
り
、
今
年

か
ら
は
バ
ス
で
野
菜
を
運
ぶ
実
証
実
験

も
行
わ
れ
る
な
ど
、
多
様
な
活
用
の
可
能

性
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

市
か
ら
運
行
を
委
託
さ
れ
て
い
る
、
津

江
タ
ク
シ
ー
の
鷹
野
恵
祐
さ
ん
は
「
短
い

距
離
で
も
遠
慮
な
く
ご
利
用
く
だ
さ

い
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
も
何
か
の
機
会
に
一
度
、
乗
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。 
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５４－３２００ 

防災訓練での土のう作り 

１８ 
令
和
４
年
度 

本
格
ス
タ
ー
ト
！ 

裏
面
に
各
部
会
の 

今
年
の
テ
ー
マ
や 

活
動
内
容
を
載
せ
て 

い
ま
す
。
ご
覧
く
だ 

さ
い
。 

１３ 

裏
面
の
く
ら
す
部
会 

の
コ
ー
ナ
ー
に
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
利
用
方
法
を

載
せ
て
い
ま
す
。 

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
方
法 



渡邉さくら さん 
（小園）２２歳 
 平成１１年生まれ 

  

 
 
 
上津江出身のマチ子さんは 
94 歳にして、毎日「気づき 
ノート」や日記、家計簿を 
付けていて、木目込みパッチ 
ワークやお正月の書初め等 
趣味も多彩。料理も得意で 
息子さんから「母ちゃんの 
サバ寿司が一番美味しい」と言われるとの事 
若い頃は 12 人〜13 人家族の家事を一人で
こなし、昼は山仕事、夜なべで下駄の緒を替
えたりと大変な時代を過ごしながらも、北海
道一周旅行の思い出などを笑顔で話してく
れました。長男の良治さん〜今でも怒られて
ばっかりですが(笑)、いつまでも元気で！ 

民生児童委員・福祉委員の活動に御協力を！ 

下筌ダム湖に突き出した宮田の小山に遊歩

道が整備され、歩道沿いのあちこちには様々

な形の地蔵が点在。長く地域の人たちの手に

よって守られています。 

木洩れ日を浴びながらゆったりと雑木林の

中を歩くと、自然と心が洗われるスポットで

す。深緑の今がベストシーズン！ 
 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 

 
 
 

  

 地域のお宝！ 
今月の若ぇ〜し・・・ 

つえエーピーに入社して 5 年目のさくらさ
ん。ワサビの塩漬けや柚子搾りなどの仕事
を担当しているそうです。休みの日には友
達と遊びに出かけたり YouTube を見て過
ごし、お父さんから習ったギターを弾いた
り唄を歌うのが好きで、ふるさとまつりや
パトリアで歌ったこともあるとの事。コン
ビニなどの店がないことは不便だけど、み
んな優しくて、家族と一緒にいられる中津
江が好きだと話してくれました。 
会社の専務から〜若い力で頑張っていま
す。一緒に中津江を盛り 
上げていきましょう！ 
 

  つれづれ 
 3 年ぶりの野外コンサートを開催した。
久しぶりの出会いに嬉しくて笑い、病と闘
うミュージシャンの魂の歌声に哀しくて泣
いた。その歌声に触発されて⁉︎、毎日彼ら
の曲ばかりギターで弾いている。それも、
少し早めの父の日プレゼントにと、息子が
買ってくれた『人をダメにする』という謳
い文句のソファーに座って。値段だけじゃ
なく、確かに座り心地も、寝心地さえ良い 

ギターばっかし弾いてる私に〝まともに
吹けないのにブルースハープ２つも買って
C 調も G 調も分かんないでしょ。それに
ギターも６弦は半音低いわよ〟えっ、そん
なに音楽に詳しかったっけ？…ってとこで
目が覚めた。「そんなトコでうたた寝しな
いで運動して、そのヨギボーみたいなお腹
をどうにかしなさい！」あっ、夢ではない
半音上がったいつもの声が隣から。 (英)  

 地域のお宝！ 
今月のご長寿さん・・・ 

津江マチ子さん 
 （二又）９４歳 
 昭和３年生まれ 

 地域福祉の核となる「民生児童委員・福祉
委員」の皆さんは、日頃から一人暮らし高齢
者などへの訪問活動や相談対応、ミニデイサ
ロンの開催などを通じて、安心して生活でき
る地域づくりを、ボランティア活動で担って
くださっています。 
 また、活動の財源となる「社協の特別会費」
の取りまとめや、赤い羽根共同募金活動、緊
急通報装置や緊急医療情報キットの設置支
援など活動範囲も広く、皆さんのご家庭を訪
問することもあります。 
 高齢化社会が進行する中で必要不可欠な
皆さんの活動に、ご協力をお願いします。 

中津江の民生児童委員・福祉委員(R4.4〜) 
〔民生児童委員〕    〔福祉委員〕 

◦武原勇一郎 さん   ◦川津 初恵 さん 
◦横山 守義 さん  ◦川内ちえみ さん 
◦津江 良治 さん  ◦安岡 末美 さん 
◦梶原 洋子 さん  ◦清水しをり さん 
◦松野 靖子 さん  ◦合谷シヅ子 さん 
◦清水  良  さん  ◦永瀬世津美 さん 
◦杉本由三子 さん   ◦永瀬 由美 さん 
◦川内 紀子 さん  ◦赤星 秀子 さん 
◦赤星 美枝 さん  ◦松本 典子 さん 
◦石川由美子 さん 

 


